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１．背景・目的 

近年，様々な分野で光科学が応用されており，

その重要性が高まっている．特に，光計測は，

工業や農業，更には医療など様々な分野で使用

されている．このような光計測システムの構築

には，光学にとどまらず，電気電子工学，機械

工学，メカトロニクス，情報工学など様々な学

問が必要となる．しかしながら，限られた時間

内にこれらを包括的・効率的に学習することは

難しく，特に光計測システムの設計をこれから

学ぶ初学者にとっては非常にハードルが高い．

そこで今回は，これらの内容を包括的に効率よ

く学習できる教材として，グラフィカルなソフ

トウェア開発環境である National Instruments

社の LabVIEW™および，インターフェースと

して myDAQ Deviceを用いた，光計測システム

構築のための教材の開発を行い，実際に高専５

年生の学生実験にて実施した結果を示す． 

２．教材開発および学生実験への実践 

開発した光計測システム構築教材を Fig.1に，

計測ソフトウェアを Fig.2にそれぞれ示す． 

 

Fig.1 Experimental Setup 

 

Fig.2 Software for Measurement using LabVIEW 

今回は，偏光計測システムの構築というテー

マで教材を開発した．光学系には，工学教育や

技術科教育などにも導入されているLEGO®を

用いた．これらの基本ブロックや，回転機構な

どを用いることで，本来複雑で高価な光学計測

装置を低コストで再現することができる．この

ブロックにステッピングモーターや半導体レ

ーザー，フォトダイオードを組み込み，回転ス

テージに偏光フィルムを設置することで，マリ

ューの実験装置を構築できるようにした．実際

に高専５年生の学生実験へ導入し，１グループ

６人程度で，１つの偏光計測システム構築の教

材を用い，実践した（Fig.3）． 

 

Fig.3 State of the Student Experiment 
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